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避難判断水位どっち？
●台風 19 号の雨が終息間近、世田谷区
の「災害対策本部」では、保坂区長が事
態を全く理解していないことが判明した
●もちろん保坂氏は災害対策の専門家で
はない、が、せめて他区同様、「災害対策
本部」のじゃまをしないで欲しい●左上
は台風 19 号が通過したあとの午前４時
56 分に世田谷区の危機管理室が発したツ
イッター（公式）●多摩川の避難判断水位
が下回り避難解除を知らせている●この
決定には保坂区長も参加し同意、納得し
ていたはずであるが・・・●にもかかわ
らず、その 10 分後、午前 5 時 06 分に
保坂区長は個人のツイッターで、「避難判
断水位よりもまだ高い」と発信している
のである●これはどういうことか？●多
摩川が避難判断水位より高いなら、トッ
プとして「避難解除」は決定しなければ
良い●一度決めておいてあとになって、
まだ批判判断水位より高いとはどういう
こと？●わずか 10分で判断が変わる「ジ
キル氏とハイド氏」のような人物が世田
谷区長で大丈夫？

保坂区政の「本質」を示した一瞬

知ったかぶりが招いた、保坂区長の誤判断
●もう何度目になるのだろうか。保坂区
長の根拠のない自信から発せられる、世
田谷区や職員を疲弊させる言動●前期に
も世田谷総合支所の三茶移転という公約
が “大暴れ” して夢散した●さて上記の
件は、保坂区長の思い違いに起因するこ
とがわかった●それも、素人でも間違わ
ないレベルの間違いを、しでかしていた
のだ●多摩川の（世田谷区に関係する）
避難判断水位は、8.5mである。それを
保坂区長は 7.6mと思い込みツイッター
で発信していたのだ●この 7.6mという
避難判断水位は多摩川の下流の大田区で
の水位である●つまり保坂区長は判断の
“数字” を間違っていたのである●そのこ
とは、世田谷区の災害対策本部での会議
を、まともに理解していなかったことに
もなる●8.5mは会議で何度も確認され
た事項である（7.6mは下流の水位計地
点での数字であり、世田谷区に当てはめ
る場合は 0.9mをプラスする決まり、に
なっている）●担当スタッフに聞けばす
ぐわかるレベルの間違いを、聞くことも
なく、自分が正しいと思い込んでいたの
である●これが “区長のツイッター” と
思われているだけに罪は重い●本人はこ
れは保坂個人のツイッターであり区長の
ツイッターではないと主張するが・・・

「重箱の隅をつつく」ことから
世田谷区政の一端が見えて来る？
●何年か前、安倍首相が経営者を前
にして、社員の給料を上げてくれと
頼んだ、という記事を見て、仰天し
た覚えがある●この人は経済がわ
かっているのか？それとも「お坊
ちゃん」なのか？●大会社の内部留
保の多さを指摘したのかもしれない
が、社員の給料を上げられる経済環
境を作るのが政府の仕事であり、投
資環境を整えるのが政府の役割であ
る●それを忘れて、社員の給料を上
げろとは、無理筋だ（手続き無視の
習性？）●地方自治体でも、　　　　
　　　　　　　　「言えば実現する」
　　　　　　　　と錯覚している区
　　　　　　　　長がいる●世田谷
　　　　　　　　区の令和２年度予
　　　　　　　　算は「災害に備え
　　　　　　　　たまちづくり」が
　　　　　　　　柱の一つだが、実
　　　　　　　　は、保坂区長は東

日本大震災の直後に誕生し、最初
の予算編成（平成 24 年度）の柱
が「災害対策総点検」●それから
８年たってまた「災害に備えたま
ちづくり」である●８年前の「災
害対策総点検」の発展形ならいざ
知らず、昨年の台風 19 号の反省
からの発想にすぎない●自然災害
は抗しがたい部分はあるが、行政
の緊張感の喪失から来る人的被害
はなかっただろうか●今回の「保
坂ツイッター」は、「たわいのな
い間違い」かもしれない●しかし、
その重箱の隅から見えて来る区政
は緊張感の喪失そのものである●
保坂区長は責任の取らない位置か
ら評論家のような言動を繰り返し
ている●新型コロナ、お坊ちゃん
首相、評論家区長という最悪の取
り合わせに、議会として区民に
とって最善を目指す役割は重い。


